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1．　 は じめ に

　 神 奈 川 県立外 語短 期 大学 は 、英 語 科 （定員 100 名 ）の み の 小規 模短 大で あ り、少人 数

制 の 徹 底 し た英 語 教育 を伝 統 と し て い る ． 平成 4 年度に 新設置墓準等 検 討委員 会 を発足

させ 、セ メ ス ター制 の 導入 に 基づ く抜本的な カ リキ ュ ラ ム 改 編 を決定 し 、平成 5 年度 よ り

施 行 し て い る 。 英 藷 科目 に つ い て の 新 カ リキ ュ ラ ム の 特嶺は 、発表表現力の 育成に 重点 を

お い た 教 育 、外 国 人教 員 担 当科 目の 増 加、学 生の 科 目選択椎の 増加の 三 点に あ る。現在

は 、施 行 後 三 年 を経 て 、よ り教育 効果 を高 め る ため に 必要 な運 営上 の 諸 問 題の 解 決策 を試

行中で あ る 。 こ こ で は セ メ ス タ ー制 の 導入 が も た ら し た効果を中心 に 事例報告を した い 。

2． 旧 カ リキ ュ ラ ム 改編 の 経緯

　 カ リキ ュ ラム 改緇 に あ た り、以 下の 問 題 点 を改善す る た め に 、セ メ ス ター制 へ の 移行が

決 定 さ れ た。

　 〔1）学 生 の 科 圏選 択の 機会 が 非常 に限 定され て い る 。

　 　 　 　 　　 旧 カ リ キ ュ ラ ム で は 、必 修 科 目 が 通 年 科 目 で あ り、受講 時 限 も指 定 され る

　　　　　　 た め 、半 期科 目の 多 い 選 択科 目で も受講 で きな い こ とが多 か っ た
。

　 （2）平 均 受 講科 目 数 が 多す ぎ る ため 、各 科 目 へ の 集 申度が 低 く、学 習効 果が 低下 傾向 に

　 　 ある 。

　 （3）増 加 し っ っ あ る 9 月 か らの 留 学希望者 の 対 応策が 必 要で あ る 。

　　　　　　 中 間 で の 成績 評価 、復 学 後 の 同 一科 目 の 継続 受講等 、通年 科 目 の 扱 い に っ

　　　　　　 い て 問題が 生 じる 可能 性が あ っ た 。

さ ら に、外語 短大 の 教 育方 針の 特 色を カ リキ ュ ラ ム の 上 で よ り鮮明 に 出す こ とが 必 要で あ

る との 意 見 を受 け、一般教 育 、外 国 語、保 健 体育、専鬥數 育科 目 の 四 区分 か ら成 っ て い た

旧 カ リキ ュ ラ ム の 科 目 を編 成 しな お し、基礎 ・教養、外国語、学科科目の 三 区分か らな る

新 カ リキ ュ ラ ム の 骨 子が 決定 され た 。 英 諾関達 科 目 は 旧 カ リキ ュ ラ ム で は 、英 文講 読、英

語学 、英 会話 及び 英作 文、関 連科 目 、貿 易 ・経 済 の 五 区分 か ら成 る専門 教 育科 目 の 一部 と

し て 、概 略以 下の よ う に構成 されて い た が 、新 カ リキ ュ ラム で は 、貿 易 ・経 済科 目 と共 に

学 科 科 目 を構成す る 英語科 目 と して 独立す る こ と とな っ た 。

　専 門 教 育科 目 （英 語関連 科 目の み ） ［＊
は 半 期科 目 を示 す 】

　 　 1 年次 必修 ： 英 文講読 IA、文 学作 品 1、英会話 】m 、英作文 1

　 　 1 年次 選択 ： 英 文講読 IB、英 会話 IB 、英文 法 、英語 音 声学 、　 H 本語 表現 法 、

　 　 　 　 　　 　 　 ★ 言語学 、 ★英 米事 情 、貞 英国 史、 t 英 文 タ イプ 、時 事経 済 英語 、　 LLI
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2 年 次必 修 ： 英 文講読 IIA 、文学 作品 II、英会話 IIA、英作文 IIA

2 年次選択 ： 英文講読 IIB、英 会話 IIB、英 作文 IIB 、英語慣用法 、英語 学 、★ 日本語 、

　　 　　 t
日 本語 教授 法 、 t 宗 教概 論、★ 比較 文化 論 、★ 米国 史 、英文学 史、　 LLII 、

　　　　 時 事経 済英語 1工、★
コン ピ ュ

ーs 概論 、 t
コン ビ r タ演習、特別 演習

3． 英 話科 目の カ リキ ュ ラ ム 改革の 概要

　英語科 目の 新 カ リキ ュ ラ ム 構成 に あ た っ て は 、導 入 が 決定さ れ たセ メ ス タ ー翻 を教育効

果 を高 め る ため に ど うカ リキ ュ ラ ム 構成 に反畉 させ る かが 一
番の 課題 と な っ た 。 ま た、新

た に英 語科 目と し て 独 立 区分 を成 すに あ た り、科目 内容の 再 検 討 を行 い 、科 目間 の 学 習内

容 に重 複 が で な い よ う 調整 し、段階的 に難易度があが る こ とが 学生に 明示 出来 るよ う、新

た に科 目名を設定す る こ と と な っ た。

　英 語運用 力を養成す る ため に は 、 集中学 習期があ る こ と と 、 外国人 教員の 担当科目が 多

い こ と が 望 ま し い 。セ メ ス タ ー制の 導入 は 、前 期 に は 1 年次 生 に、後期 に は 2 年 次生 に外

国 人 講 師担 当の 科 目を多 く配分 し、集 中学 習期 を設定 す る こ とを可能 とし て くれ た 。 こ の

点 を 大 きな特 癒 と して 新 カ リキ ュ ラ ム に お け る英語科 目 は別 表 の よ うに 設定 され たが 、旧

カ リキ ュ ラ ム に 対 し て の 改善点は 以 下の よ うに 概括で きる 。

〔1）英語 集中学 習期が 設定 さ れ 、外国 人 教員の 担 当科目が 多い 。

　　 1期 は 外 国 人 講 師 に よ る週 3 限 の 授業 を 含む週 8 隈が 必修英 語科 目 とな り、英語運

　　用 力の 短期養 成 を 目 指 して い る 。 また IV期は 必 修 3 科 目 に 加 え、選択必修科 目 の 複

　　 数受 講 、 ESP 等 の 選択 に より週 8 限程 度 まで 外 国人 講師の 授 業 を受講 で き、留学 ・

　　進学 に 備 える こ とが で きる 。

（2 ）必 修 科 目は 発 表 表 現 力 の 養 成 に 重点 をお き、期毎 に難 易度が 上が る よ う学 習内容が

　設定 され て い る 。

（例 ）　 Speakil19

　 　 　 　 1 − basic 　conversation

　　　　H − formality 　 difference

　　 　　 III− news 　su 皿 mary

　　 　　 IV − speech

（3）学生 の 科 目選択 の 椴 会が 多い 。

Writing

工a − SentenCe 　COmpOSitiO 且

Ib − postcards ，
　letters

　II − paragraph 　writi ロ9

　111 − essay ，
　summarywr ゴLting

　工V − essayt 　creative 　writing

　　受講畤 限 と担 当講師が指定さ れ る必 修科 目は期 毎 に減 少 し 、 複数 の 科 目 も し くは 担

　 　 当講餔 か ら選 択で きる 選択必 修科 目が 増 加す る 。

（4｝週二 限の 授業導 入 に よ り、 1 期 で 4単 位の 講義 科 目 、2単位 の 演 習科 目が増加 し た 。

　　
一

期 に履修す る科 目数が減 少 し、よ り集 中 して学習出 来る よ うに な っ た 。

　以 上 の 点 は 、い ず れ もセ メ ス タ ー制導入 を前提 と して ほ じめ て 可能 とな っ た も の で あ

る 。次 に 述 べ る課 題は あ る もの の 、学 生 は概ね 自主 的 に 学習計画 を立 て る こ と に童欲 を 見

せ 、
15週 を単 位 とする 短期閲に 、 よ り少な い 数の 科目 を集中的 に学習す るこ と で 、以 前よ

り高 い 学習効果を あげて い る ．
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表 ： 新 カ リキ ュ ラ ム 　英語科目構成

必 修 （ク ラ ス 指 定 ） 選 択 必修
　　　　　．一一一．醒一．一．．．一．．．山．

　　　　　 選択
．．」．＿＿ ． ．＿宀幽．．．　．一一一．一一一

1

　　　　　　．一皿「．r一　

Extensive 　Reading

珊riti 皿 91a
Writin 　Ib

禽English 　WorkshOP 鳶 English 　Ling 皿 istics
夐 Englis 虹 Studies 　B

Text 　Readil1 ⊆ A
I」istening 　Comprehen5ionA ノ六 Sea ｝血 　I

English 　PhorLetics 　I

II

工nten5ive 　readin 穿

Writing 　II

S　　　
’
　 II

E皿 gliSh　PhOnetiCS 　II

六E ロ “1ish 　Stlldies 　A／B
★   erican 　Studies 　B
★冠ng 】曲 h　LingU 丞3tiCS

Text 　Reading 　A！B

Listening 　Comprehensiol ユA／

CO   呱 識 tive 　Sk 皿 S

III

Speakinq 　III ★ Semil 町 A　疊，一骨尹，一■『一

［Oral 　Com 　　ositjgn ，

S　eecb ＆ Debate ，

Essa 　Writin 丕

English 　G τa 皿 mar

Eロglish 　Usage
需E ロ ghsh 　Llnguistic5
★ Englisb 　Studies 　B
★  erican 　Studies 　A

Current 　Enqlish 　I
Text 　Readillg 　A

Listening 　COmprehenSiOnA ノ

IV

Speaki 且 91V ［Oral　Com 　osition ，

S　eech ＆ Debatep
Essa 　Nritin

，

Creative 　Writin 　］

［An 　10rAmerican

鸚 Readl 血 　＆

D鳩 cussion ］

English 　G   皿 ar

E洫 9］Lish 　Usage
★ Eng ］］bh 　Linguistics
★En91ish 　Studies 　A／B
★ A 皿 e τican 　Studies 　B
Curre 皿 t　Engl 塾3h 　II

Text 　Reading 　A ／B

Listening 　ComprehensioI 出 ノ
Tza コ豎5垣 tion
☆ Semi 且 ar 　B　−一一邑一一一一一一．
ESP

＊ ： 遍 二 時 限 授渠 　　　　　： 外 国 人 講 師担 当

【　　 ］ ： 該 当グ ル ープ よ り最低 一科 圏 を還択

：
一部 外 国 人講師 担 当

一
　141 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

9月22日（日） 事例研究第 1室 （1213 ）

4． 今 後の 課 題

　学 生 に よ り多 くの 科 目選択の 自由を与 え る こ とは、カ リキ ュ ラ ム 改革の 目標の
一

つ で あ

っ たが 、 こ れ を原 因 と して 、初年度 には 特 定時限の クラ ス に 受講 希望者 が殺到 し、受認 ク

ラ ス が な か な か罐 定で きな い と い う混乱 が 生 じた
。 次年度 よ り、二 年 次の 選択必 修科 口 に

っ い て は 事前 登 録 を 行 い 、受講 希 望 者数 に応 じ て 各 科 目の ク ラ ス数 を決定す る こ と と し

た 。科 目 内容 に っ い て の 選択権 は 保 証す る が 受講時 限 に っ い て は 指定 制を とる こ とで 、こ

の 開 題 は 解 決で きた。

　現 在、 こ の カ リキ ュ ラ ム を効 率的 に 運営 す る ため に 不可 欠の 検討事項と して 残され て い

る の は 、次の 点で あ る 。

（1）複数の 教員で 担当す るfi　一一の必 修科 目の 授業 内容の 均一化 をど う実現す るか 。

（2）学 生の 履修計画 に、 1／II期に取 れ るだ けの 単 位 を取 得 し、　 III ／W 期 は必 修以 外の 科

　目の 履 修を避 けよ う とす る 傾向が 見 え 、 科目選 択の 自由が 必 ず し も望 ま し い 形で 使 用

　されて い な い 。ど の よ うな 形 で 学生 に履修 計 画指導を行な うか 。

　｛1｝に っ い て は 、期 毎 に 難易度が 上が る よ うに設定され て い る 科目 の 場合 、 目標 とされ
た 内容 を教授され なか っ た学 生が不 利益 を被 る こ とに な り、大 きな問題 とな っ て い る 。 現

時 点で は 、解決策 と して 講義要項、使用 教材 の 共用や 科 目担当 者間の 会合 等の 実現をめ ざ

して い る 。こ の 方策に よ り、外 国人教員担 当科 目にっ い ては 、すで に か な りの 改 善が 見 ら

れ る よ うに な っ て きて い る 。

　（2）に っ い て は 、選択科 目を同 一 時限 に 集 中させ て 開謂 する 等 の 時 間割縮成の 工 夫等で

対 応 を試み て い るが 、効果 に っ い て は も う しば ら くの 調査が 必 要で あ る 。
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